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論文内容の要旨
新一般相対論はその幾何学的概念が 1928 年アインシュタイン自身によって提唱され、後 lとも一般相
対論以外の重力理論の新しし、可能性として他の人々により形を整えられ， 1979 年林，白藤によってその
基礎が集大成された。従来一般相対論では重力場方程式の形より，スピノル場は重力の源として考える
事が困難で，巨視的に粒子が集合して，そのスピン偏極が相殺した場合が，重力の源として考えられて
いた。しかし，新一般相対論ではこのような困難は避けられ，スピノノレ場も自然に重力の源として考え
る事が出来る。これは微視的な世界での重力の役割を考える上で好ましい性質である。
この論文は新一般相対論の重力場方程式の解について，著者が乙れまでに調べてきた事柄をまとめた
ものである。我々が何らかの興味ある重力現象を解析しようとする場合，乙れらの解は，数学的に見通
しのよいモデノレとして我々の研究に大きく寄与するであろう。新一般相対論においては，その重力場方
程式の形の複雑さも加わって， これまでに求められた解は，林白藤自身による球対称解だけであった。著者
及び林，白藤，増川，宮村らはさらに考察を進め，定常軸対称解，一様等方宇宙解，カスナー型宇宙解
を示した。
定常軸対称解では重力の源にスピン偏極があるように解釈出来，一般相対論との差が興味深い。一様
等方宇宙解では，空間の対称性と幾何の要請する絶対平行性との関係が合わせて議論される。カスナー
型宇宙解は一様非等方な膨張をする宇宙モデノレで，多次元型統一理論との関係も考慮して l+n次元の時
空で求められた。これらの解は従来の一般相対論の解とは，新一般相対論がその理論の枠組に含むパラ
メーター C1 C2 C3 について異なり， ζれらが O の極限でその計量は一般相対論に一致する。
一般相対論は時空を曲率で考える。これに対して新一般相対論は摂率で考える。この対照的な 2 つの
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理論は今までのところどちらも観測と無矛盾である。
論文の審査結果の要旨
本論文は新一般相対論の重力方程式のいくつかの解およびそれに基く宇宙モデルについて論じたもの
である O 新一般相対論は摂率が O でない時空で重力場を記述するもので，従来の理論では取扱いが困難
であったスピノノレ場を重力場の源としてとり入れることができるため注目されているものである。しか
し，その歴史が新しいことと得られる方程式が複雑であるため，これまで静的等方の場合以外には解か
れていない。
著者はまず、定常軸対称な場合について重力方程式を解き，この解が源の固有スピンと結合しているこ
とを示した。次に著者はこの理論による宇宙モデノレについて論じている。まず均質等方宇宙については，
宇宙が開いている場合にはその性質は通常の一般相対論で記述されるものとほぼ同じであり，パラメタ
のある値に対しては完全に一致することを示した。また ノぐラメタのある値に対しては局所ローレンツ
変換の自由度を利用して閉じた宇宙を作ることも可能であることを示している。著者は更に，近年大統
一理論と関連して注目されている均質非等方な膨張を与える Kasner型の解を求め、 この解が通常の一
般相対論の場合の解を特殊な場合として含むが 一般には定性的に異なることを示している。
本論文は新しい重力理論についてそのいくつかの基本的な解を与え，固有スピンを持つ重力源の取扱
いを明らかにし，初期宇宙の新しいモデノレを提起するなど，この方面の研究に多くの知見を加え，重力
および宇宙論の研究に重要な進歩をもたらした。よって本論文は学位論文として価値あるものと認める。
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